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おぞl A B C D 
ア 乾田 普通畑 桑畑 森林
イ 普通畑 乾回 森林 桑畑
ウ 桑畑 森林 普通畑 乾 回




















































3 地形の断面と土地利用を示した下の図は， 左ページの地形図κ基づいて | ③ 
作ったものです。地形図のa--(:I'を結んだ直線の記号をア，以下b-
4 

















































にするととは有志義なととであると考えた。幸い ，;js:年は， 小， 中ともV亡さ芋カテストを笑砲したので ，
社会の分析的研究としては ，小中学校ともK大縮尺の読図問題をと Dあげ ，分析的研究という範囲の中
でとの問題を考察してみよう と考えた。
2 研 究の方法
(1) 研究 の手 順
ζれK関しては序説で述べているととろであるが社会としては次のような手順で実施した。
本年度学力調査の分析的研究の構想，方法の審議 一一一ーザ・力関全実施直後から調査問題の検討一一
一一抽出校の中より研究対象枚5か校の選定，3か枚の第2学年 1~学級 ， 第 3 学年 1 学級ずつ計 6 学級
について応答調査一一一-1学年 1日0人を無作為抽出し ，応答調盗の結果を検討 一一一一研究の対象
とする調査問題を決め ，分析的制題作成のねらいをきめ ，問題を作成，容議一一一全車学力調査実施
の約3か月後K分析的問題Kよる調査を上記の学校， 学級に実施，その際，調査方法で述べるがζの研
究では ，第2学年と第 1学年の 2学年を同一問題で調査した。一一一一施査結果については ，第2掌年














ア 方位，縮尺 ，地図記号，等高線などの知識と ，それを問題場面K使って地図を読む力を








a 分析的調査 A 
o (1) (あ)( ~ 、 〕 作成のねらいdVCより ，昭40小6調査問題 困 をそのまま使用
した。本県，全国の小品平均正答率や小学校になける分析的調査の結果と比較できるからである。
口 ( 2 ) 1・2 ・3 . '4 作成のねらいaκょ'J. Ilti3 9中2議l金問題目 1 • 2 ， 4 • 
5を使用した。問題形式が土地利用図と対比する点を除き他は同一形式であ9.また，本県.全国の平
均正答率と比較できる使がある。
口 ( 3 ) 1 ・2 ・3 ・4は昭4日中 2M寄査問題 囚 1 • 2 • 3 • 4と同じである。分析的
調査の結果と調査問題の応答結果とを関係づけて考察しようとする場合 .3か月前の結果では期聞が離
れすぎて不適当であるからである。




o C 2 )は調査問題囚 4のスケァチS1を考えるK必要な道路の地図記号κ関する知識
を分析した。
。C3 )は調査問題回 1の選択肢の表が複雑であり ，またその配置も地図や凡例と対照
しκくい位置にあるので問題のねら凶，地図をひとしくして問題形式を変えてみた。
。 (4)(5)①a，①bは，調査問題回 2の選択肢の文が複合文で長く複雑なので ，
とれを要素的な単文に分析して，方位の見方(4 ) 方位と関係づけた土地利用の読み方(5 )①a， 
方位，地形と関係づけた土地利用の読み方(5 )①b などの説図力をみれるようにした。
。 C5 )②は，調査問題回 2の選択肢を選んだ理由を明らかにするため各選択肢の誤り
を指摘させた。
0(6 )① ，②( 7 ) ( 8 )は謁査問題回 3の解決に必要な読図刀を要素的K分析して ，
線縮尺の知識理解①，縮尺の知識陀基づいて川の佐賀を読みとる力②，縮尺の知識κ基づいて土地利用
を読む力(8 ) ，地形図と断面図とを対比して，土地の起伏を読む力(7 )などを分析できるよう U亡し
た。
。(1 0 )①宰ゅは調査問題の読図過程を 5つに分け，第 1段階は ，スク yテが鳥かん図
であるか平地から見た図であるかを区別させ①，第2段階でスク yチした景観の方向を選択させ(ID，第
5段階とし‘て ，その選択した理由を記述させる③ょう Kした。
( 5 )@ i 
L調査問題と同一であり，分析的問題の笑施後，あるいはその過程に組みとまれている。
( 9 ) I 






昭40 中 1・2社 (A)
















陸上交通が不便で 目， と~. り ‘
町へ行〈十ても船を利用する



















〔い〕つぎの 1• 2 • 3の文章は ，上の二つの地図のどちらかの学校を中心と
して書いたものです。両方の地図をよく見ながら，正しい文を一つだけえ
らんで ，その地図 と文の番号を ，それぞれ亡コ亡ゴの中陀筈き
なさい。











地図の 文のC~"，;;;) ( ~";::;) 番号 番号
仁コこ〕
( 2) ある学級で ，野外観察と調査のために，次の地形図を読みました。とれ
K関する下の 1• 2 • 3 ， 4の聞い(IC答えなさい。







































| メケて r ・ 4 寸 ~"→ B 























1 調臼 1と閉じ(4 9頁参照)
2 調白 2と同じ(5 0頁参照)
3 調印 5と閉じ(5 1頁参照〉
4 調囚 4と向じ(5 1頁参照)
|中 11 36 I 
|中21 461 
|中1I 25 I 
|中 21 2 ~I
S 1 S 2 
|中 1I 2日I1中1I 91 
|中2I 161 I中2!181 




① O ~:・F.-. .
~ . 9. 
9.~・A
② 1 ③ て














⑦( )⑪( ) ⑤( )⑤( )①( 
??????????
イ 荒地 ウ 茶畑 ヱ 普通畑 オ 集落
ひ 主A.とつ
キ 森林 ク果樹園 ケ 記念碑 コ 煙突
シ 独立針葉樹 ス 私有鉄道 セ 国有鉄道
ソ 送電線 タ橋
- 5 9ー
(1: (}?i 包}④ @ @ ⑦@ ⑨ 
( 2)地図に示される道路の中Kは ，次のように示ぎれる道路があ bます。乙
の道路の横断面は ，どのよう念形K念るでしょう。 ア， イ ，ウ，ヱ ，の巾
からあてはまるものを一つ選び ，その記号を仁コω中κ嘗きなさい。




( 3) 下の区は ，地形図で次頁の図は土地利用図です。凡例のA，8，C，D
は，それぞれどんな土地利用を示したものでナ九下の仁コでかとんだ
ほん
中から ，あてはまムものを一つずつ選んで ，その記号を凡例の下の( ) 
の中に書きなさい。
地形図
b c d 
a 
bJOJc'1500d メートル O 500 
- 6 0ー
|中 1I 32 I 
|中 2I 28 I 
( 4) (Bの 1)一問題(3ゅよう左大縮尺の地図では，地図K示された範囲で
上 ，下，左，右は ，それぞれJt[，西， 南 ，北のどちらの方vc左Pますか。
下の ( )の中K答えを宅主主左さい。
































ウ 川沿いKは桑畑が ，)1の南側Kは乾田が ，)1の北側Kは笹通畑がそれ
ぞれ多<，平地の土地利用Kははっき bした特色がある。山地の斜面は
切り開かれて，広い果樹園Kなっている。







用を説明した文として適切なものを一つ選び，その記 | | 
号をにコの中K書き念さい。 I I 
(6) (Bの 1)ー 問題(::l)の地形図をよく見て次の聞いに答え左さい。
①地形図のP地点、からO地点までの直線距離は約何mあbますかの地形図
- 6 2ー
I I 35 I 4 1 
|中 1I 39 I 
|中 2I 34 I 
の下の線に示された縮尺を使って答えを出し，亡コ
の中l吃記入しなさい。
(2)問題(3)の地形図のa-a' を結んだ直線をア ，b-b' をイ， c -c' 
をつ， d-d' をヱとした場合，下の図の川の位置は ，どの直線に沿って
示された位置です刃h ア.イ，ウ，エの中からーフ選んで ，その記号を
の中に書きなさい。
¥ I IA' || 
5日 1000 1500 2000 2500rn 
( 7) 地形の断面を示した下の右側の図は ，友の地形図K基づいて作られたも
のです。地形図のa-a'を結んだ直線の記号をア， b-b' をイ， c-















I=1 = I = I I 
| 。
ア 普通畑イ森林ウ乾田
エ 桑畑 オ 果樹園 カ 茶畑
- 6 3ー
|中 1I 36 I 
1中 2I 41 I 
1500 200o 2品rnl[~1 1491 
[ I 11中 2 I 55 I 
(10) (Bの 1)ー 問題(3)の地形図をよく見て次の聞いに答え左さい。




ωの答え → | | i| 




|中 1I 6 1 I 
1中 2I 7 0 ! 
@ S1 
|牛1I 25 I 
1中 2T 251 
i I中 1 1 1 7 1 
|中 2 1 18 I 
のをそれぞれ一つずつ選びその記号を①の答えを書いた( )の下の
口の中K別抗い。
@ (2)の答えを選んだわけを ，S 1 ， S 2どとVCf/l)亡]の中崎鱒き
K書きなさい。
S 1 S 2 
(4) 調査対象







a 実施期 Hは ?月 22日・ ?月 28日・ 10月 1 日・ 午後第5校時 4日分
第6校時 4 0分である。
b 調査方法は，第 5 校時}'L調査A を実施し ， ~ó校時K謝金 Bを実施した。二つにわけた週




















ア 調査問題とひとしい介析的問題 分析的調査Aのものは分A(3)1(錨巴 1J 




















② イ ウ エ オ 無









































森林 乾田 桑畑 普通畑 4っとも正
a 地図記号の知識 中 1 2 6 7 8 6 4 3 3 1 5 
分(1 ) 中2 2 6 7 4 8 1 3 0 1 5 
b 地形図 ，土地利用図を
対比して， 土地利用を見 中1 5 6 8 0 5 5 4 8 3 1 
分ける力 分 (3) 中2 6 5 7 1 6 7 5 1 3 9 
頁参照、〕
a 森林の記号は普通知とともK知っている生徒が少左い。とれと混同されるものは果樹園
( 1 6 ，とれば調回 2の分析vcも重要在意味をもっ)独立針葉樹(1 4 )茶畑(1 7 )などでるる。
しかし ，地形図，土地利用図を使って見分けさせると ，森林は山地と関係づけてみられるので正容者が
多く左る。
b 普通畑は無記号念ので，誤答の者が多い。とれと混同されるものは荒地(2 1 )記念碑
( 1 4 )送電線(8 )在どである。しかし，土地利用図，地形図を使って見分けさせると正答者は多〈
在る。
C 桑畑は記号として知っている者は比較的多い。しかし，地形図と上地利用図で見分けさぜ
ると森林(9 )茶畑(7 )果樹国(6 )衣どと混同して ，かえって正答者が少念〈念る傾向がある。












正答率 ② イ ウ エ オその他無計
25 25 15 2日 16 20 



















分A(3)1 分(3) 分間十て沿いて ，地形図，土地利用図を対比して ，凡例の乾田，
〔調査問題〕 土地利用を 4つ 普通畑，桑畑，森林の4つのうち.い〈つ見分けられたか。
とも見分ける 4つ正 5つ正 2つ正 1つ正 。 計
I 正 正 30 <kd> 3 0 日 日 日 。 30 
E 誤 正 ? ①? 日 日 日 。 ? 
E 正 誤 1品 日 o 7 o 3 乙~ 4 L:. ヨ 1 6 
N 誤 誤 45 。 口 7 口18 X 1 0 X 10 45 
計 1日日 計 39 1 4 21 1 4 1 2 1 0日
- 6 8ー
a x印の 20人は土地利用を見分けるととができ左いため ，分A(3) 1 [調〕ができ左かった
と考えてよν、
b ム印の 6人は，土地利用を見分ける力がないUてもかかわらず，分A(3) 1 (調〕に正答した
わけである。土地利用をぜんぜん見分けられ念い 2人はまぐれ当りといってよい。ひとつは見分けられ
る4人は，とれから検討するどと〈選択肢の表をうまく検討していったととも考えられる。
c 口印の 25人は，乾田 ，森林，普通焔 ，桑畑の中で2つ念いし3つは見分けるととができ
る。しかし，分A(311 (調〕はでき念い。
0印の 1白人は ，土地利用を見分ける力は ，口印と同じ程度でるる。しかし ，分A(3) 1 (調〕はでき
.......，・，ー-，・・，ー..














をもっているが ，との選択肢の表を検討する過程で ，ー +印の方向で検討し ，かん違いしたか，直観的
vc明断したのどちらかであろう。とのように考えると分A(3)1 C調〕のでき 左かった54人のうち ，選
択肢の表を考察する手順がよければ×印の20を除〈他の3 4人は正答可能の読図力をもっているとも
いえる。
d ~印の 3 0名は ，乾田 ，普通畑 ，桑畑，森林の土地利用をみわけるカをもってかり，また
分A(3)1 C調〕もできたζ とに走る。この生徒カ誌周査問題のねらいとする哀の力ヲをもっといえよう。
以上の結果から，調査問題の正答者は ，二つの地図を見比べて，乾田，普通畑，森林 p 桑畑の土抱利
用を完全VζみわけるブJが念くても，解答技術 (ζれも，ひとつの思考力でちるが)1-(よって，正答した
者もいる(1 4人 正答者の約 3C % )反面，土地利用をみわける力があっても，前頁の複雑左選択肢




























e しかし ，記号の知識を念ぼえるというととは .読図にとって本質的左 ζ とで左<，地図の
中で土地利用をみわけたり，地形と関連させてみるととが ，むしろ本質的左ととである。その点では ，
桑畑や乾田左ど記号としてなほえていても ，地形図の中で見分けるととが，むしろ困難なようすがみら






で問題形式は 50頁に示したどとく ，土地利用について述べた5つの文の中から適切左ものを 1つ選ば
せるものである。との正答率，応答分布は次のとなりである。
第 5表
木県 24.8 応答調査 2口 応答分布 ア イ ウ @ オ その他無 計
全国 26.0 917 36 20142. 2100 
上記のようK正答率は低い。そとで，次の点を検討してみる必要があろう。




イ 土地利用を方位との関係で読む 1以上は ，調査問題のように複合文にせず，単文
ウ 土地利用を方位，地形との関係で読む Iにする。
c 応答分布では ，ワκ最も反応が多ぐ ，ついで ，イ やオfても反応が多い。とのあとで発表さ





分A(2)1， 2は昭和.39年度の調査問題 (5 6頁参照〉で， 4 0年度調査問題のようK土地利用図と
対比する必要は左いが，他は問題の本質的にねらう点，形式がほぼ同一である。 ζの正答率は次のとか
bである。
第 6表 ※ 本県 ，全国の正容率は昭和.39年度の正答率
※本県 ※全国 (分)中 1 中2
分A(2)(fIs 3 9調〕平地のようす
分A(2)[昭.39調〕山地のようす
.3 8. 0 
.3 8. 7 
.3 7. 2 
41.9 
2 5 3 5 







分A(2)1 [昭39調〕王子地のようす 分A(2) 1 [閉39調]山地のようす
分A(3)2 [調〕 正 三u』旦、 計 分A(3)2 [調〕 正 誤 計
土地利用の 正 1 4 1 5 2 9 土地利用の 正 1 1 1 8 2 9 
ょうす 誤 2 1 5日 7 1 ょうす 誤 .3 8 3 .3 7 1 


































中 1 中 2
大縮尺の地図Uてお主ける南北の方位一分(4) 6 6 7 5 
方位と土地刺用の単文によ る読図一分(5)¥1)a 
ア 乾回は川の北側Kと〈κ多い。 6 1 7 2 
イ 普通畑は川の北側より南側の方K多い。 5 1 6 0 
ウ 川の北側にある山地はぜんぶ森林にななわれているの 5 4 7 6 
2二 桑畑は川の北側Kも南仮.IJVてもある。 l 7 5 6 2 
方位と土地利用と地形(1(ついて単文Kよる読図一分{5ぬ)b
オ 山地の北側の針面は切b聞かれて茶畑!IC走っている。 6 6 6 5 
カ 川の北側にやや高い平地があり ，その平地Vては森林や普通畑が多い。 6 3 5 2 
キ 桑畑は川の北側や南側IVてあるが，と(&(7)'¥のあふれやすい)'1沿いに多い。 56 7 5 
E 
ク 川|の南保IJ'C北側よりやや高い平地が多<，そとはほとんど乾凹K念っている。 3 5 4 1
以上のように ，単文でみると，調査問題のよう念複合文に比べて正答者は多〈念る。しかし ，iIっと


















b 介Aではできな-jJlったが，介Bでは，できるよう陀左った者が 19人， ζれを liグループ









方位方位と土地利用方位と上伸利用と地形 I E 皿 N 計。 。 。 8 1 0 1 4 3 3 。。 。 X 5 5 6 1 4 3 0 。。 × 。 日 日 。 5 5 ① 。 X × 日 。 2 6 8 b.. 
× 。 。 日 2 5 6 日
× 。 × 。 2 5 6 口
× × 。 。 日 。 口
X × × 2 2 。 ? 1 3 × 
計 1 5 1 9 1 4 5 2 1 00 
a 方位，単文による読図力を全体としてみると次のような段階陀分ける ζ とができる。
ア全部よい者 。印 .')3人
イ 方位，方位と土地利用，地形と土紳.利用のうち 1つ不完全在者 C疋日印 3 9人
ウ上記の5つの中で2つ不完全在者 ム口印 15人
エ いずれも不完全没者 ×印 13人
















上記の全都不完全なx印のうち分B(5)③〔調 〕ので窒た1， JIの4人を X4とする。





















X 4のうちの 2名は ，上記の選択肢のうち誤りを指摘したのは 2っと 1つ程度?をので，まぐれ当P
といってよかろう。他の 2人は，正答肢をのぞいたアイウオのKついて， 3か所程度，傍線を引いた












第 11表 中間報告では ，単に「山地の斜面は切り開か
れて ，広い果樹園K念っている」という明白念
ア イ ウ オ 無 計 誤りを含んでいるにもかかわらず，…… と述べ
@ 1 5 2 ? 5 。1 5 ているが ，なぜ，その明白な誤りを正答とした
034 3 7 2 日 5 3 4 のか考えてみなければ走らない。そとで， ウ陀
計49 5 B 2 9 6 4 9 反応した 29人を検討すると ，次のようなとと
が分析できた。
ア 始めから ，森林を果樹園と混同している者 ?人…・・分(1)の結果Vてよる。
イ 果樹厨という記号は(うであると知っている(分(1)の結果から)vcもかかわらず，誤答肢
の広い果樹園を正答とし，正答の H 山地は ，ほとんど森林にななわれている"I'L傍線を引き誤りとして
いる。つまり ，大き〈明縫にえ拘ミれたりま果樹園と知っているが，具体的左地形図のうえでは森林の










b エの正答肢のどとを誤りとしたか見ると ，上記の他vc， )1ぞいには森林 ，)1の南側'JI'Lば乾
田と普通畑がそれぞれ多い であって， ζれも検討すると ，前者は ，地形図と土制Z利用図をよ〈見てい
まいし ，後者は ，普通畑は北偵1)のほうが多いととから ，文の ，それぞれ多い と凶う意味をくみとれず





































されたものは ，わかりやすい反面 ，特色が極端衣形でイメージ化され ，実際の地形図でとまどう場合も
あろう。とのよう念閑難点κ対し，実物投影機などの利用を相当考慮.されてよいと患う。
f 2つの地図を対比ナるζ とが案外でき念い。 ζの点は小続尺の地図でも，地勢図と土地利
用図，土地利用図と気候図など学習する機会を多くもっととが可能である。とういう学習をもっと強化
する必要がちろう。
3 地形図 ，土地利用図 ，断面図を対比して地形と土地利用
を読む力について
(1) 応答調査にみられた問題点と分析のねらい
調囚 3の問題は下記の地形図 ，土地利用図(略)断面図を対比して，断面図がaa' ，bb' 




本県 3 9.8 応答調査 3 9 応答分析 アaa'Ebbb' ウcc' エdd' 脅器 その他 計















てミは山地の高さで ，アの場合は5n m ぐらいκ~ る。もうひとつは北のほうの築港の存在である。そζ
で等高線で土地の起伏が読めるか，アの場合の断面図を提示してみるととや築落の記号を知っているか
などたしかめてみる必主主がある。また，無記が 11人もいるのは，三つを見比べる複雑さのため解答を















線縮尺を利用して距離を測定する 分 (6)① 
縮尺の知識κ基づき川の位置をみる 分 (6)②
牛 1





縮尺の知識K基づき土地利用をみる 分 (8) 17 22 
( 6 3頁参照 ) ※( )は答を 1日日 Omから 1200 mとしたときの八数
a 線縮尺を利用して地形図のOP閣の~ê.維を測定する技能については，案外低いといわなけ
れば念ら左い。 1日7口m程度が正答であふが ，切り捨て ，切り上げを考えて 10 0 0 mから 11日日





ゐものである。 ζの結果の反応分布をみると中2はア=9 イ= 1 5 ウ=5 7 エ=1 5 ，その他，








ウ 設聞は | ?口 10 1 0 1 |のo印5か所に記入させ， 3つ全部できた者を正答と した
ζ とも影響している。 しかし， 2つはできたという者でも 10人であり ，3っともでき左いという者が
4 2人もいるから ，ア ，イがお戸も1;:低い原因といえよう。
(3) 地形図と断面図を対比して地形の特色を読む力
断面図K闘する問題は ，問題形式の異左る 2つの問題を実施したので ，その 2つについて検討すると
B 
ζ 三ζ三 b どごと三二込
ζとここ二h よ"-こh
- 7 8ー





※51.2 5 3 4 3 5 2.9 Bのタイプ分A(2)3 (昭 39調〕
4 1 3 6 Aのタイプ分B(7)
※;t:県，全国は昭和39年度の正答率(:;頁参照)




27 X 2 9ー 18 X 2 6 
27X29+18x26 
第 15表 = 0.2 5 1 q= 
分A削3(昭 39調JB型
で ，正答者の関連は低い。地形図 ，問題形式が呉





















正容のアaa' 1'[反応した者は 4 1人で ，断面図による問題と しては， Bのタイプより， Aのタ イプの
ほうが生徒にとって国難在ょうである。 aa'は 50 mを少しとえる程度の高さであると読める ζ とは調
-7 9ー








!f.;答調査一- 39 分A(3)3(調〕一一45 分B(9)(調〕一-61
上記のよう V[，回数を重ねるたびK正答者は増加しているのしかし，同ーの人聞がだんだんできるよ
うK在ったのか，分析的問題κよって検討すると次のように念る。
a 分Aのときもできた者は28人 ，とれを Iグループとする。
b 分Aのときはまちがって，分Bのとき ，できるようにをった者は33人，とれをEグルー
プとする。
c 分Aのときはでき，分Bのときはまちがった者は 17人 ，ζれを血グループとする。
d 分Aのときも分Bのときもまちがった者は 22人， ζれを Nグループとするu




① 地形凶 ，土地利用区 ，断面亙を対比して地図を読む力の分析
上記の IlillNの各グループと ，とれまで考察してきた分析的問題の結果とを関係づけてみると次の



















土地利用。 I E ?7 。














5 2 2 。 2 日 日
。
× 5 5 1 7 
× 5 
× 。 2 ?-口。 日
X 日 日2 2 4 
× 。 ???
ι 18 x 
2 。 4 
× 5 E q × 
4 × × 
とれまで考察してきた分析的問題全組み合わぜて生徒の読図力を分けてみるなら次のようK在ろう
a (Q)印の 9人は完全正答である。 ζの中で ，分B(9) (調〕のできをかった者が1人いる。




c 口印の 36人は上記の 3つの 5ち1つはできたものである。 との中にも分B(9)(調〕ので
き左い者(班N，グループ)が16人もいる。とれも念ぜでき念かったか検討し念ければ走ら在い。
d x印の 27人は線縮尺による距離の測定程度しかでき念いが，全部誤答である。との中に











。土地利用にしても， ぜんぜんだめ念ので?をく ，3つの答えのうち ，2つ左いし 1フ程度で
- 8 1ー
きる者が 4人いる。














ア=1 8 ウ=1 ヱ=2 その他=1 無=3
b アに応答した 18人のうち，前の断面図の問題でアは 50m程度の高さと正答した者が
1日人いる。との生徒は前K正答しさtがら分B(9)[調〕を考える際，断面図が 10 0 m程度であるとと
に注意し~かったわけである。前κ述べたどと〈計曲線の走り方に注意して地形の特色を把握してい左
レ、。
C アとイを弁別する要因として ，アの場合は集落が北のほうにあり ，イは念いこいうととも
ある。 18人のうち ，集落の地図記号を知っているか，分(1)でみると?人は知って，./)る。との?人は集
溶の念いイをアとしているのだから，断面の線に沿って地図をよく見ていないといえる。
d ζの問題の解決に必要左ステップと考えてよいのは ，地形図の中で， aa' ， bb'の線を正
確に引いてみるととであろう。とれも重要"s.:翫闘力のひとつである。ととで問題とした25人のうち
1 8人は定規をあて念いで不正確な線を引いたり ，あるいは線を引いてい念い。
以上のように分B附 〔調〕に誤答した 39人のうち読図力の非常κ低¥n1 9人をのぞいた ，2 5人を



















・ 問題VC~D した読図上の着眼点をもちえ念い ζ と。
イ 反11uvて不完全-&a売図力で正答できた者も多Ino との中κは地形図lて正確に線を引き注意
深〈地図を対比して見たと恩われる者もいる。しかし ，との問題は 4者択 1であるとと .偶然に北のほ




















































S 1 2日6 22日
S 2 14.6 15.7 1 4 
⑬ 6 13 6 12 13 5 7 6 4 1日












































Aα) 4 (調)vてないて，どのような反応をしているか両者の関係をみてみよ う。
第 20表
分A(2)4(昭39調〕 スク yテの問題












計 7日 3日 1 0日






正 4 1 4 
??
3 7 4 5 8 2 




※1 6 正 7 9 
誤 63 
計 7 日




※1 8 ???1 2 
3 9 4 3 8 2 
1日日
6 
5 1 4 9 
※印は分析的調査になける正答率で応答調査の正答率( 1 8表)でない。
ζの表』てよ_t，関連係数qを算出してみると次のようK念る。






















S 1 1 8 








検討すると， 8人が常K正答し ，約 70 
人が常』てまちがい， 2 2人ができたりま
ちがてコたりナる。との傾向はとれまでみ
a 分A.タBともに正答した者 S 1 = 8人 S2= 8人 I
b 分Aではでき念かったが分~ B ではできるよう κ左った者 S 1 = 1 7人 S2= 9人 E 
c 分Aではできたが分Bではまちがった者
d 分 A，分BともKできなかった者
S 1 = 8人 S2=10人 E
S 1 = 6 7人 S2=73人 N
てきた傾向にひとしい。以後(IL分B( 10)②〔調〕の応答を中心に考察を進めてみよう。
② 平地と山地から見た景観の相違を区別する読図力
S 1とS2は ，それぞれo(平地)， p (山地)のいずれの地点からかいたものか問うた分B(l 0) 
①の結果は正答者は70人である。したが勺て30人は方向選択以前K訟いてS1とS2を混同してい
る。さらに正答した 70人の中でも ，
a S 1の方向選択に際して ，p地点の方向を書いた者 2人
b S 2の方向選択に際して ，0地点の方向を奮いた'il!i' 3人
と念るから ，平地から見た景観と山地から見え景観との区別がつか念いで誤答している者が約5分([)1
ほどいるわけである。文部省の中間報告でも ，S 2の方向選択κ際し ，烏かん図であるととκ気がつか
ず .0地点の方向を書いた者が36 9ももあb留意すべき問題としているが ，との結果でも景観を地形図
で考察するに際して， 長観を見プヒ位置の高低を区別する読図力が不じゅうぶんであるととを示している。








している。中 1も同様の傾向でるる。しかし，正答した28人の中で .S 1がアであると正答した者は
8人であ!J，その渥由と して自然堤防の道路をあげた者は4人Kすぎない。
c _._.をー トー は .送電線とわかる者は67人いる。 しかし ，その巾でS2 Iまクであると正答した
者は12人でるDクと判断した理由として送電線をあげた者はひとDもい設い。
以上をみると ，地図記号がわかれば，ぞれで方向選択を正し〈できたわけでない。 スケy チと地形図
を見比べて，特色ある小物体，起伏(tC着服するという見方ができ念ければ正答できなかったわけである。
④ 地形図を読んで〉ス ケッ チVてかかれた景観の方向を考察する力











2 5 (ア)分 B(10)②〔調〕の正答
の誤答
4 3 




























無，その他=玉コ= 4ケ=2 3 キ三7カ=1 3 5 0の内訳































































3 7 I I 3 4.8 












































(3) 小学6年から中学 1. 2年にかけて読図力の発展
①・小 6調査問題とひとしい分析的問題を実施した結果
第 25表
本県※ 全国滋〆.'- 分析問調査小品 中 1 中2
分A(l)(あ〕地図1 7 8. 2 8 1. 5 7 2 7 1 7 3 
分A(1) [あ〕地図2 8 O. 2 8 O. 6 8 1 7 1 7ι 
分A(1)('、〕 68. 7 7 1. 6 6 9 6 3 もι
※ 小学校6年の平均正答率
左なり，その応答分布を分A(l)[あ〕 地図1 • 2 Kついてみると次のように在る。
第 26表
2 5 4 5 その他 無 計
分A(l)(あ〕地図1 IJ、6 11 ⑫ 5 5 ι 日 1 00 
中1 2 の 可 5 5 11 1日日
中 2 2 @ 5 18 。 1 00 
分A(l)(あ〕地図2 tJ、6 ? ι 2 @ 。 1 00 
中 T 2 9 A 。1 2 10日
中 2 3 3 @ 1 6 。 1 00 

















07θ ① 6(64) '.:.154(72) 
中学校分削 小学校分B(31③①距離の正答は 10 0 0 mから 11 0 0 mまでとしたが，
























5年生 日木を学習対象とするので地図は小縮尺が主Vζ在る。 部分的に大縮尺の地図を使って .
地図の総合的な見方の初歩を学習する。
4年生 地理的内容では世界の国々の学習が中心K念るので地図は小縮尺の世界地図と走る。










a 小学校から中学校Vてかけての読図カの発展をみるために同一問題または ，ねらい ，形式，
内容の似ている問題で小学6年生と比較してみると，実施した問題に関しては小学校から中学校へと




























(l) 問 題形式が同一傾 向 で ，地形図の異念る昭和 3 9年度調査問題を実施 ，
した結果Kつ いて
実施した問題は.3 9年度調査問題の 囚 1.2.4.5VCついてでる t • 4は形式もか1i.!?異1iるが ，
実施した結果は次むとる‘bである。




b しかし ，ζの両者の応答Kついて相関表をつく 9.関連係数をだしてみると関連は低<， 
ときにはマイナス申てなるとともある。 ζの意味を解釈すると次のようにいえよう。




(2) 調査 問題とひとしい分析的問題を 2回実施した結呆Uてついて




b しかし ，分析的調査の 2固についての正答者を検討すると次表のように左り ，正答者が常
K正答しているわけで左い。 1凶めと 2固めとの聞に分析的問題をやるプロセスがあるわけだから ，I
m 2 8表 グループの存在
は当然、であると
分析的問題Kなける調回 2 調囚 3 翻囚 4S 1 調囚 4S 2 いえる。 Eグノレ
両者ともに正答 1 5 2 8 B 8 I ープの存在は，
始り誤答 ，あとで正答 1 9 3 3 1 7 ? E 生徒が正答を選
始め正答.あとで誤答 1 4 1 7 8 1 0 E ぶにあたって ，









































































現代教育科学臨時増干IJ 必 88 明治図書
(3) 昭和 39年度全国中学校学力調査
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